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1.	 はじめに
現在，AIや 5Gなどといった科学技術の進歩に

よる社会システムの変容が進み，Society 5.0の世
界へと進んでいくといわれている。こうした技術革
新の一方で，地球温暖化による気候変動や海ゴミに
よる生態系の問題などが年々深刻化し，持続可能な
社会を目指した SDGsの考えが世界全体で求めら
れるようになった。教育界でも，OECDによる
Education 2030ではコンピテンシーが見直され，
日本の教育においても令和 4年度から実施される新
学習指導要領の中で新たに探究学習が求められた。
こうした背景から，物理基礎の単元である物理学が
拓く世界の中で，「Society 5.0 for SDGs」の考えを
生徒自身が“自分コト”にすることのできるような授
業を行いたいと考えた。
これを達成するため，『10年後の自分の“まち”』を

題材として，実際に社会で活躍されるとともに課題
意識を持たれている社会人の方々から実践活動を具
体的に直接教えていただくとともに，生徒自身が「10

年後の“まち”づくり」を主体的に考えることを目指
して，他学科・他クラスでの横断型授業を試みた。
これらを通して，自分の考えをまとめるとともに，
他者に説明する場を与えることで，自分の考えをさ
らに深めさせることをねらいとした。また，説明す
るだけにとどまらず，3分前後のショートムービー
を作成することで，考えを深めながらまとめるとと
もに，工業高校（前任校の埼玉県立川越工業高等学
校を指す。）の生徒として，課題をもって創造的な立
場から Society 5.0にかかわることのできるよう，
“自分コト”にさせていくことを目指した。最後の活
動として，大学入試の小論文に取り組み，個人での
表現に挑戦することで，班や仲間との活動から，個
人の考えを持つことを目指した。これら一連の授業
を，PBL（Project Based Learning）によるディス
カッションを主体とした学びとして行うことで実現
した。

2.	 グループディスカッションを行うにあたって
生徒ひとりひとりが自分自身の考えをまわりに伝

えるととともに，自分自身の考えを深めるため，次
の点を確認した。
・批判をしない。
・自由に考え，発言する。
・質より量を意識する。
・他者の意見を大切にすることはもちろん大事だが，
自分の意見も大切にする。
PBLを行うにあたり，これらをより実現しやす

くするため，心理的安全性を意識して以下のアク
ションを行った。
・音楽をかける（音量やテンポを調整）。
・お菓子と飲み物を可とした。
・量を求める際は時間を短く設定し，質を求める際
は時間を長く設定した。

・他班と意見を交換するとともに自分たちの意見を
深めるために，他班の付箋を見て議論をする時間
を設けた。

・授業ごとに，たくさんの疑問点を持ち帰り，何気
ない時間にまた考えることを，授業の最後に要求
した。

3.	 実践した授業の流れと授業形態（全13回）
対象は 2学年，1クラス 40人が 4クラス，全 13

回（期末考査含む）にわたって行った。
① Society 5.0 を学ぶ（2 学期で 1 時間）

Society 5.0の動画を視聴し，変化していく世界
の中で「10年後の自分」がどのような姿でありたい
かを考えていった。ここでは，6人班のブレーンス
トーミング KJ法を用いて行った。また，このとき，
PBLを 3学期に一連にわたって行うことを見据え
て，ブレーンストーミングを行っていく際の注意点
などを説明した。
② SDGs を理解する（3 学期 1 時間目）

SDGsの 17の目標に対し，自分たちの住むまち
に対して，重要度で順位づけを行いながら，SDGs

の目標にはどのようなものがあるのかを把握した。
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移動した。各クラス 2名合計 8名の社会人の方々に
進行をお願いし，各班の発表を行うとともに，クラ
ス混合の 4人グループに分かれ，自分たちの考えを
深めた（図 4）。また，この 2時間を通して得られた
知見をもとに，自分たちの班にいかすことのできる
アイディアを考えた。
⑥ 動画にまとめる（3 学期 7，8 時間目）

Google Classroomの機能を用い，各班の動画の
課題提出を行った。反転学習として，撮影自体は基
本的に授業外で行った。
⑦ 動画の評価・一連の振りかえり（3 学期 9，10 時間目）
ルーブリック（表 1）による観点別の評価を行いな
がら，他の班の動画を視聴した。自己評価としての

ここでは，4人班のブレーンストーミング KJ法を
用いて行った（図 1）。
③ 10 年後の自分のまち（3 学期 2，3 時間目）

4人班として，現状の課題を発見するとともに，
これに対してどのような技術があれば解決していく
ことが可能なのか，互いの意見を出しあいながらま
とめていった（図 2，3）。
④ 自分自身の意見をもつ（3 学期 4 時間目）
班で考えた内容をひとり 1枚のワークシートにま
とめることで，自分自身の意見をもつとともに，こ
れを他者に伝えることができるようにした。
⑤ 他者への発表（3 学期 5，6 時間目連続）

4クラスの生徒を班ごとに 4分割し，各クラスへ

図 3　「③ 10 年後の自分のまち」で用いたプリント。図 1　「② SDGs を理解する」で用いたプリント。

図 2　グループワークのようす。 図 4　発表のようす。
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5.	 今回のPBLの取り組みのアンケートと結果
PBLの取り組みに対し，アンケートを行った。
結果としては以下のようになった。
・89％の生徒が，ディスカッション型授業により自
分の意見を考える（理解しようと試みる）ように
なったと回答した。

・91％の生徒が，PBLの中で自分の意見を示す（発
言や付箋への記入）ことができたと回答した。

・95％の生徒が，PBLの中で他者の意見を聞く（発
言を聞くことや記入してある付箋を見る）ことが
できたと回答した。
また，自由記述のアンケート結果は，以下の通り

であった。
【班活動・自分の気づきについて】
・人と協力して何かをつくることの大切さや，人に
よって様々な意見が出ることに気づいた。

・自分の意見と他人の意見はどんなに仲がよくても
やはり違ってくるということに気づいた。

・他のクラスへの発表をするための準備で班活動を
している際，同じ班の人ともしっかり会話をしな
いと意見がまとまらないことがわかった。

・他の人の意見を聞くことで，自分では考えられな
いようなアイディアを取り入れられて考え方の幅
が広がった。

・自分にあまり自信がなく，発言したりするのが得
意な方ではないが，他のクラスでも自分と同じよ
うな意見が出ていたり，私にはまったく思いつか

ルーブリックも行い，一連の PBLの取り組みの中
で，どのような力を得ることができたか，自分自身
の中でどのような気づきを得ることができたか，振
りかえりを行った。
⑧ 期末考査に向けて（3 学期 11，12 時間目）
平成 29年度の東京大学工学部推薦入試問題を題

材として，技術による社会の変容を歴史の観点から
考えていった。新たに 4人班をつくるとともに，他
の班と意見を交換する時間も確保しながら，考えを
深めた（図 5）。
⑨ 期末考査と振りかえり（3 学期 13 時間目）
⑧の授業で扱った，平成 29年度の東京大学工学
部推薦入試問題を出題した。3学期に行った PBL

の授業に対して，自己評価ルーブリックシートにて
振りかえることでさらに深めていった。また，取り
組みについてのアンケートも行った。

4.	 行った評価と成績
一連の PBLの取り組みにおいて，表 2のような

指標にて成績とした。これについて，取り組みの中
で生徒とも共有をした。

表 1　「⑦動画の評価・一連の振りかえり」で用いた，ルーブリック評価表の内容。
5点 4点 2点 1点 得点

テーマの
理解

Society 5.0と SDGsを理解
し，議論を深めた。

Society 5.0と SDGsに対
し，理解して議論を行った。

Society 5.0と SDGsについ
て，自分たちのアイディア
を出すことができた。

Society 5.0と SDGsについ
て，話しあうことができな
かった。 /5

内容（論
理性）

現在の自分のまちの課題と，
課題解決の技術を明確にし
ながら，意見を出しあい，
まとめることができた。

現在の自分のまちの課題に
対して，課題解決の技術を
考え，意見を出しあうこと
ができた。

課題と解決するための技術
の意見を出しあえたが，う
まく結びつけることができ
なかった。

課題をうまく見つけること
ができず，技術もまた具体
的に考えることができな
かった。 /5

動画発表
（伝わり
やすさ）

創意工夫に満ち，独創的で
あった。明確であり，魅力
的であり，観る人が飽きな
い動画であった。

・明確な動画であったが，
魅力は薄かった。
・魅力的な動画となったが，
内容が薄れてしまった。

内容をまとめて動画を作成
することはできた。

動画を作成できたが，うま
く内容をまとめることがで
きなかった。 /5

共創（自
分たちの
班）

メンバーが互いの意見を尊
重し，まとめることができ
た。動画作成においても，
全員で創りあげることがで
きた。

メンバーみんなで意見を出
しあう努力をすることがで
きた。動画作成においても，
みんなで協力をすることが
できた。

メンバーで出しあった意見
をまとめることができな
かった。動画作成において
も，みんなで創りあげたと
は言いがたい。

互いに個別で行ってしまっ
た。動画作成においても，
誰かがほとんど個別で行っ
てしまっていた。 /5

評価・理
解（全体
を通し
て）

責任をもって自分の班と他
班の内容理解に努め，全体
を比較しながら，適正な評
価を行うことができた。

自分の班や他班の内容の理
解には努めたが，適正な評
価をできたとは言いがたい。

自分の班や他班の内容の理
解に努めたが，集中を欠く
ことがあり，評価すること
ができなかった。

自分の班以外には興味をも
つことができなかった。

/5
合計 /25

評価項目 割合 指標
自己評価 2割 自己評価ルーブリック

他己評価 5割 グループ活動における
各ワークシート，動画

期末考査 3割 小論文

表 2　各評価項目の割合と指標。
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・知っているかどうかでかなり生活や考え方が変わ
るということに気づいた。

・この授業がなければ今自分のまちがかかえている
問題や状況について知ることはなかったので，知
ることができてよかった。

・普通の授業よりも意欲的に取り組むことができた
と思う。また，その場で調べたりして知ることが
できたので知識も増やすことができた。

・未来について考えることができたので，自分の将
来について考えるうえで参考になった。また，他
の人よりも世界の未来について詳しくなったと思
う。

【マイナス面】
・全体的に元気に話しあいができていたと思うが，
話すことがあまりできておらず，意見を出せない
人もいたと思った。

・自分の意見がないととてもつらい授業だと思った。
・話しあいが多いのはいいが，うるさくなってしま
うだけのことが多かった気がした（自由すぎた）。

・ディスカッションをするとき，意見を出す人と何
も考えない人がいたのが少しいやだった。

・動画作成などの課題は，たくさん仕事をした人と
していない人の作業量の差が生まれてしまう場合
があるので，そこの点数が同じグループだからと
いうことで同じになるのは不平等だと思った。

6.	 PBL を行ってみての感想と今後の課題
変わりゆく時代の中で，主体的な教育のあり方が

求められているが，これを実現するための ICTな
どのツールや評価成績の意義，教科内容の精選など，
さまざまな観点を見直す必要があることを随所で感
じた。次代の教育を見据え，コーチングやファシリ
テーションスキルなどを学び，生徒のマインドセッ
トをより育む必要性がある。生徒たちに求める前に，
まずは自分自身が，主体的な教育を創造するための
行動をしていきたい。
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ない意見が出ていたりしたのがおもしろかった。
「あ～なるほど！」と言われたときはうれしかった。
・普段の授業より，授業内容に集中することができ
た。
・自分たちとはまったく異なる環境の人と話せれば，
もっとおもしろい考えが出そうなので，もっとい
ろいろな人と話せる機会が欲しいと感じた。
・自分で考えることによってとても身についた実感
があった。
・ディスカッション授業と外部の方に来ていただい
ての授業で，他の人の意見を吸収することができ
たり，別のアプローチを聞いたりできたことがた
のしかった。

【Society 5.0 for SDGs の内容】
・フードロス問題など，今後にかかわる大きな問題
が，身近なところでたくさん起きているというこ
とを学べた。
・これからの未来は私たちが深くかかわっていると
いうことを学んだ。
・未来を創っていくのは私たちだということや，今
からでもできることはたくさんあるということを
学んだ。

図 5　「⑧期末考査に向けて」で用いたプリント。


